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インド経済/グローバル経済	 ９月下旬配本予定	 初ご案内

注目が集まるインドの政治・経済の深層を、各分野の第一人者が寄稿！

経済大国インドの機会と挑戦[仮]
グローバル・バリューチェーンと自立を志向するインドの産業発展
佐藤隆広（神戸大学大学院教授） 編

　弊社で2021年に刊行した『図解インド経済大全』（全１１産業分野（７３業界）収録版：978-4-561-92306-

0）は大変好評で、本稿執筆時に４刷発行が決定した。インドは複雑な歴史を持ち、植民地化もされた。

独立後も経済成長が長らく他の新興国・発展途上国から劣後してきたが、1990年代の資本自由化や

自律的な金融政策を取るなどの施策が功を奏し、一定の経済成長を実現している。また、中国への対

抗策として、地政学的にインドの重要性が高まっているためであろう。その編著者の佐藤隆広氏はイ

ンド経済研究の第一人者で、インドに関するコメントをしばしばメディアに寄せている。

　今月紹介の『経済大国インドの機会と挑戦』は、佐藤氏が編者の、日本における最先端のインド政治・
経済研究の集成である。本書は３部からなり、第１部は、インドをめぐるグローバル・バリューチェー

ン（国際価値連鎖）の構図、そしてインドを取り囲む地政学的な状況を整理する。第２部は、第一次産

業から第三次産業まで幅広く、自動車産業のように日本でもよく知られた産業だけでなく、酪農や金

融システムのような、あまり知られていない産業まで、10の産業の実情を描き出す。第３部は、イン

ド経済成長の前提条件となる雇用制度・地理・政治について掘り下げる。

　メディアではインドを「チャイナ・プラスワン」の候補として一方的にほめそやす論調も多いが、本

書で描き出されるインドは、必ずしも前途が約束されているわけでもなく、むしろ多難である。しかし、

そのようなインドだからこそ機会はあるとも言える。そのリアルを知るのに最適！

978-4-561-96141-3　C3033　/　A5判上製　512頁　/　4545円＋税（予価）
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目次（仮）

第１部　国際価値連鎖と地政学的リスク
第１章　インド経済と国際価値連鎖（佐藤隆広）
第２章　南アジア諸国と中国の政治経済関係（深澤光樹）
第２部　インド産業発展論
第３章　インドにおける酪農業協同組合の歴史的意

義と自由化後の課題（下門直人）
第４章　ダイヤモンド研磨産業とエビ養殖業（絵所秀紀）
第５章　インド繊維・アパレル産業のサプライ

チェーンと地域的特性（宇根義己）
第６章　大手下着メーカーの下請け生産と家内労働

者（長田華子）
第７章　インド製薬産業の競争優位の構築（上池あつ子）

第８章　インド鉄鋼業（石上悦朗）
第９章　インドの２つの組立型製造業：自転車産業

とトラクター産業（絵所秀紀）
第10章　マルチスズキの競争優位（上野正樹）
第11章　新興国企業バジャジの進化プロセス（三嶋恒平）
第12章　インドの金融システムにおけるノンバン

ク（西尾圭一郎）
第３部　インド産業発展の諸相
第13章　インド製造業の雇用創出力（内川修二）
第14章　産業の地域特化と多様性からみたインド

の空間構造（鍬塚賢太郎）
第15章　インド・グジャラート州の経済発展：政

治経済学的研究（福味敦・加藤篤史）
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企業倫理/ＣＳＲ	 10月上旬配本予定	 初ご案内

企業倫理と従業員[仮]
働く個人にとって企業倫理推進はどのような意味をもつのか
本橋潤子（産業能率大学准教授）著

　「企業倫理を推進することは、それを現場で担う社員にとって、どのような意義があるのか」。本

書はこの問いを、ミーニングフル・ワークやインテグリティ、幸福といった概念をもとに、「人」「風

土」「個人の倫理性」という３つの視点から追究していく。

　企業倫理の推進というと、法令違反や不祥事を起こさないため、現場の従業員にとっては対応し

なければならない義務・負担としてどちらかというとネガティブにとらえられがちかもしれない。

しかし本来、企業倫理は「組織のインテグリティ」、すなわち組織としての徳や事業活動の質、それ

を左右する意思決定のよさといった、より大きな組織としての卓越性を向上させることとして考え

ることができる。そしてそれらがよりよい状況になっていくことで、従業員個人にも、仕事の有意

味性（ミーニングフル・ワーク）がもたらされ、それが働く個人のウェルビーイング、幸福につなが

るのである。

　自社の従業員がいきいきと前向きに働く組織づくりをめざすためにも、企業倫理推進が果たす役

割は大きい。経営層やＣＳＲ部門担当者に特におすすめ。

978-4-561-26784-3　C3034　/　A5判上製　264頁　/　2727円＋税

ご案内済み書籍の配本・刊行スケジュール　7/15時点	※定価表記がないものは予価、またタイトルも仮題

配本・刊行済
** チャイナ・エコノミー第２版
978-4-561-91140-1　定価（2727円＋税）

* 財務管理の基礎知識第４版
978-4-561-35231-0　定価（2364円＋税）

** リサーチ・クエスチョンの作り方と育て方〔６月下
旬→７月中旬〕
978-4-561-26782-9　2727円＋税

間もなく配本
** オンラインプラットフォームの経営〔６月下旬→８
月上旬〕
978-4-561-26751-5　3364円＋税

異国情緒の感じ方〔６月下旬→８月中旬〕
978-4-561-66247-1　3000円＋税

** 因果過程追跡の基礎〔８月上旬→８月中旬〕
978-4-561-26783-6　1818円＋税

次号以降の配本・刊行
** フォレンジック会計〔６月下旬→８月下旬〕
978-4-561-34229-8　3364円＋税
高収益生産財メーカーの研究〔８月下旬〕
978-4-561-26780-5　3636円＋税

非営利組織の活動と支援のための会計実務の基礎知識
978-4-561-35232-7　2727円＋税〔８月下旬→９月下旬〕

*は「平積み推奨」、**は「特に平積み推奨」

目次（仮）

第Ⅰ部　理論研究
第1章　企業倫理と従業員	
第2章　インテグリティ志向の倫理マネジメント
第3章　ミーニングフル・ワーク	
第Ⅱ部　実証研究
第4章　実証研究の全体像	

第5章　「人」による伝播
第6章　「風土」による浸透
第7章　個人の倫理性の役割
第Ⅲ部　考察と結論
第8章　企業倫理とミーニングフル・ワーク

平積み
推奨
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物流/ESG	 ９月下旬配本予定	 初ご案内

脱炭素物流	地球を守るリアルな政策・技術の選択
近江貴治（久留米大学准教授）著

　現在、待ったなしの状況にある地球温暖化対策。本書は、私たちの生活・経済活動と密接にかか

わる物流分野に焦点を当て、まず現状を把握したうえで、どのように排出量をマネジメントし排出

削減に取り組むべきか、どのような政策的管理を行うべきかなど、実効性あるCO2排出削減対策に

ついて分析・提言を行う。

　たんなる実績値の把握ではなく、データを正しくとらえ適切な計算・分析を行い、それを踏まえ

て具体的な計算式、技術が提示される本書からは、地に足の着いた議論が喚起されよう。また、今

後状況や数値が変わったとしても、本書で提示される基本的・普遍的な考え方や計算式は、今後も

活用していくことができる。

　ちなみに、「“石炭で発電した電気で走っても意味がない”は本当か」「モーダルシフトの本当の効果」

など、巷で気になっている人も多いであろう疑問に対し、本当のトコロを分析した著者コラムも興

味深い。物流分野における脱炭素化への道筋を真摯に検討し提言をおこなう本書。研究者、業界関

係者、政策担当者必読！

978-4-561-76232-4　/　A5判上製　208頁　/　2500円＋税

『チャイナ・エコノミー第２版』POP作りました！ 
　『チャイナ・エコノミー第２版』POPを作りました。

　下記URLからデータをダウンロードいただけますが、挟み込

み注文書１枚目でお申し込みいただければ郵送でお送りするこ

とも可能です。販促お願いします！
https://www.hakutou.co.jp/download/bookstore/chinaeconomypop2.pdf

978-4-561-91140-1　/　A5判並製　408頁　/　2727円＋税

パブリシティ
HRアワード2023入賞

ジョブ・クラフティング
978-4-561-26774-4　定価（3364円＋税）　［３刷］

日刊工業新聞6/29・毎日新聞朝刊6/26
チャイナ・エコノミー第２版
978-4-561-91140-1　定価（2727円＋税）

目次（仮）

第 1 章 危険水準に向かう地球温暖化―現状を数
値で見る 

第 2 章 物流の温暖化対策と政策―CO2 排出量の
算定・枠組みをどう捉えるか

第 3 章 モーダルシフトの限界―気候変動対策と
しての有効性の検証 

第 4 章 トラックで CO2 を削減する可能性―排出
削減対策の有効性と問題点 

第 5 章 脱炭素を促進する政策の考え方―政策的
視点と現行政策の妥当性

終　章 カーボンバジェット指標の活用と管理

平積み
推奨
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挟み込み３枚目の一覧注文書でご注文を！

①面白くて刺激的な論文のための 
リサーチ・クエスチョンの作り
方と育て方 論文刊行ゲームを超えて

アルヴェッソン/サ
ンドバーグ	著
佐藤郁哉	訳
A5判並製
296頁
定価（2727円＋税）
978-4-561-26782-9
2023年７月刊行

②因果過程追跡の基礎 
経営革新事例の即応研究法

田村正紀	著
A5判並製　152頁
定価（1818円＋税）
978-4-561-26783-6
2023年８月刊行予定

③リサーチ・デザイン  
経営知識創造の基本技術

田村正紀	著
A5判並製　208頁
定価（2381円＋税）
978-4-561-26457-6
2006年刊

④経営事例の質的比較分析 
スモールデータで因果を探る

田村正紀	著
A5判並製　232頁
定価（2700円＋税）
978-4-561-26664-8
2015年刊

⑤経営事例の物語分析 
企業盛衰のダイナミクスをつかむ

田村正紀	著
A5判並製　200頁
定価（2600円＋税）
978-4-561-26685-3
2016年刊

研究に役立つ本
　卒論を書こうとする学部生や院生はもちろん、若い研究者

に役立つ本をご紹介します。

　①『面白くて刺激的な論文のためのリサーチ・クエスチョン
の作り方と育て方』は、「ギャップ・スポッティング」（先行研究

の中に各種のギャップを見出し、その穴埋めをするというような意）が

孕む問題を取り上げた上で、「問題化」という手法を提案して

います。そして、批判的思考を心がけ、型にはまらない独創

的なリサーチ・クエスチョンを提起していくことの重要性を

強調します。理論的な本としてだけでなく、マニュアル的な

本としても読まれるため、刊行前から大変な話題となってい

ます。

　１つあるいは少数の具体的な事例について因果関係を明ら

かにすることは、学術的に意義が大きいだけでなく、ビジネ

スの場においても、革新事例の分析、応用を可能にし、ビジ

ネスの場における改革や新規事業を立案する上でも極めて有

用です。②『因果過程追跡の基礎』は、研究方法論の著作を多
数お持ちの田村正紀先生の最新作となります。以降、田村先

生の著作を紹介していきます。

　③『リサーチ・デザイン』は、田村先生の研究方法論シリー

ズの嚆矢となる本で、最初に読んでいただきたい本です。論

文を作成しなければならない学生、または企業の調査部門の

研究スタッフなどで、本格的なリサーチに取り組もうとして

いる方を対象に、実証研究のリサーチ・デザインの基本的な

考え方や技術を展望したテキストです。研究課題・理論・推

論技法・データという、研究を支える４つの要素を整理した

上で、研究設計の考え方・技法を紹介します。

　④『経営事例の質的比較分析』は、少数の事例からでも因果

関係の把握が可能で、分析手続きも一定に定まっている「質的

比較分析」を解説します。原因条件や結果がファジーであって

も活用できるため、特に経営分野では、その有効性は高い手

法です。本書は、その基本的原理や分析手順、それをリサーチ・

プロセスにどのように組み込むのかをまとめています。

　⑤『経営事例の物語分析』は、特定企業の事例研究に活用可

能な、「物語分析」を解説します。盛衰のダイナミクスを生み

出したプロセスを<出来事>の連鎖からなる物語として解明し、

経営知識とする先端的な手法です。単独事例の成功や失敗、

あるいは成長や衰退、復活、消滅といった盛衰には種々のダ

イナミクスが働いており、実務家の興味を惹きつけます。一

般的に活用可能な経営知識化をすると、その有用性も高い手

法です。

ロングセラーの深層


